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北区　人口　69,247人（－121）　男　33,788人（－40）　女　35,459人（－81）　世帯数　30,290世帯（－23） ※令和８年２月末現在　カッコ内は前月比　住民基本台帳から

456令和８年（2026年） ５５44 日号月

●大学連携「未来のまちづくり」事業����� 200万円
　�　大学の知見を生かした講座で
大学と地域の交流を深めるとと
もに、学生への就労支援を通じ
て市内定住の促進を図ります。

●北区トマト王国
　プロジェクト��200万円
●キタクなる魅力創造
　プロジェクト��340万円
●商店街
　ブランディング事業������������� 260万円
●産学官豊栄まちなかリノベ事業� ����� 350万円
●松浜エリアリノベーション推進事業���� 350万円

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
区

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
区
長
に
就
任
し
て
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
も
区
民
の
皆
様
と
の
対

話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
11
月
に
は
、
世
界
湿
地
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
市
長
会
議
が
本
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
北
区

に
お
い
て
も
、
福
島
潟
全
体
の
中
長
期
的
な
将
来
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
水
辺
環
境
の
保
全
を
さ
ら
に

進
め
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
潟
と
共
生
す
る
ま
ち
の

価
値
を
高
め
、
次
世
代
へ
誇
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は「
北
区
区
ビ
ジ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
計

画
」第
２
次
実
施
計
画
の
２
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
課
題
の
解
決
と
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
海
辺
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の
オ
ー
ト
サ

イ
ト
化
な
ど
環
境
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
学
生
の
市
内
定
住
の
促
進
、
北
区
の
伝
統
的

な
織
物「
葛
塚
縞
」の
魅
力
発
信
、
北
区
郷
土
博
物
館
の

常
設
展
示
改
修
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
出
張

児
童
館
の
実
施
に
よ
る
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
松

浜
エ
リ
ア
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
継
承
と
新
た
な
価

値
の
創
出
、
そ
し

て
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
区
民
の
皆
様
が

「
住
み
続
け
た
い
」

と
実
感
で
き
る
北

区
の
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
本

年
度
も
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
北
区
長　丸

山　
寛

海辺の森キャンプ場内のパワースポットにて

新
年
度
を
迎
え
て

特色ある特色ある
区づくり予算と区づくり予算と
主な事業主な事業

令和８年度

未来へ続く活力あるまち いきいきと心豊かに暮らせるまち

区自治協議会提案事業������������������������������������180万円
　複雑・多様化する地域課題に対し、市民力・地域力を生かしたまちづくりを進めるため、区自治協議会が主体的に
取り組みます。

自然の魅力輝くまち

　区の強みである自然環境の魅力を発信し交流
人口の拡大を図ります。また、大学生など若者
の発想や民間企業の専門的知見を生かすととも
に、多様な団体と連携を深めてにぎわいを創出
し、地域課題の解決および地域活性化に努め、
住み続けたくなるまちづくりに取り組みます。
問い合わせ　地域総務課（☎025-387-1125）

大学連携
「未来のまちづくり」事業

葛塚縞の実演の様子

福島潟 海辺の森キャンプ場 ひょうたん池

出張児童館

●キタクなる福島潟みらいプロジェクト� ���������� 180万円
　�　福島潟全体の中・長期的な将来計画の策定を行います。

●キタクなるみどりの景観共創事業�������������� 450万円
●海辺の森リニューアル事業����������������� 1,480万円
　�　海辺の森キャンプ場のオートサイト化や管理道路などを整備します。

●豊かな水辺環境保全事業������������������� 120万円
　�　ひょうたん池、十二潟、濁川自然生態観察園で希少種保護や外来種対策、観察会を
通じて水辺環境の理解と保全意識を高めます。
●松浜海岸の自然環境保全と地域の魅力づくり事業����� 270万円

新規

新規

●北区郷土博物館地域魅力発信事業���� 150万円
　�　葛塚縞手織り技術による実演展示の充実やグッズ制作に加
え、北区の歴史をよりわかりやすく伝えるため、常設展示を改
修します。

●北区エンジョイスポーツ事業������� 200万円
●出張児童館事業� ������������� 990万円

拡充 拡充


